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国立国会図書館「アジア資料書誌作成
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1.	はじめに
国立国会図書館（NDL）関西館アジア情報課では、

2023 年度以降、図書館職員等を対象に、アジア言語資
料の書誌作成スキルの向上及び他機関との共有を目的
とする「アジア資料書誌作成セミナー」（1）（以下「書誌
作成セミナー」）をオンラインで開催している。

本稿では、アジア諸言語（特に中国語・朝鮮語以外
のアジア言語）資料の書誌作成の課題に触れながら、
書誌作成セミナーの開催に至る経緯を紹介する。また、
その概要を説明し、課題と今後について展望する。

2.	経緯
2.1 アジア諸言語資料に特有の課題

図書館資料にたどり着くための重要な手段が書誌
データである。アジア諸言語資料の場合、この書誌デー
タ作成において日本語資料や欧米言語資料とは少し異
なる事情がある。

アジア諸言語の書誌作成では、目録規則に関する
知識に加えて、多様な言語・文字の知識が必要とな
る。ラテン文字ではない独自の文字を用いて表記さ
れる言語の場合は、書誌データには原綴りの情報に
加えて、米国議会図書館（LC）及び米国図書館協会

（ALA）が承認した翻字表（ALA-LC 翻字表（2））に従っ
てローマ字翻字形を入力する場合が多く、言語ごとの
翻字規則の知識も必要となる。欧米言語資料に比べて
WorldCat 等からのコピーカタロギングで対応できる
資料は少なく、コピーできる書誌データがある場合に
もデータの確認や情報の追加には語学や翻字の知識が
必要となる。日本において、これらの知識を持って書
誌作成を行える人的資源は限られており、語学の専門
知識を持つ大学院生等を非常勤職員として雇用して書
誌作成を行っている図書館もあるが、そのような対応
を取れない機関もある。担当職員に人事異動がある機
関も多く、アジア諸言語の書誌作成に関する知識の共
有やスキルの継承が課題となっている（3）。

2.2 知識の共有を求める声
関西館が開館した 2002 年度以降、アジア情報課で

は、アジア資料・情報に携わる図書館職員・研究者等
を対象とする「アジア情報研修」（4）を毎年開催してい

る。その参加者に対して研修後に実施するアンケート
では、早くから特殊言語の整理に関する研修を期待す
る声が寄せられていた（5）。

また、2000 年代には、日本国内の他のアジア言語資
料所蔵機関において、アジア言語資料の収集・整理に
関する図書館間の交流・連携強化を目的とする研究事
業が立ち上がり、アジア情報課も継続的に参加するこ
ととなった。その一つが、東洋文庫研究部イスラーム
地域研究資料室が 2007 年度に開始した「アラビア文
字図書 DB 連絡会」（2006 年度は「アラビア文字図書
DB 連絡会準備会議」、2011 年度以降は「アラビア文
字資料司書連絡会」）（6）である。連絡会にはアラビア文
字資料を所蔵する主要な大学・研究機関の担当職員が
参加し、アラビア文字資料の整理等に関する実務的な
情報交換が行われた。2007 年度に同資料室が実施した

「日本におけるアラビア文字資料の所蔵及び整理状況
の調査」のアンケート作案にも連絡会の参加機関の担
当職員が協力した（7）。

もう一つは、東南アジア資料に関わる図書館（室）
が中心となって 2007 年度に開始した「東南アジア逐
次刊行物プロジェクト」（8）である。東南アジア研究の
ための図書館資源の共有化を目的としてコア・ジャー
ナルの選定、国内所蔵調査、『東南アジア研究逐次刊
行物総合目録』（9）の刊行、同目録のデータベース化（10）

等が行われた。アジア情報課では、これらの研究事業
への参加・協力を通して、アジア諸言語の書誌作成に
おける課題や各機関の実務担当者との情報交換の重要
性への認識を深めていった。

NDL 主催の研修の実現に向けての契機となったの
は、2014 年度にアジア情報課が開催した「アジア情
報関係機関懇談会」（以下「懇談会」）において、NDL
に対してアジア諸言語の書誌作成ノウハウの提供を望
む意見があったことである（11）。続く 2015 年度の懇談
会でも、アジア諸言語の書誌作成に困難を抱えている
図書館が多いという指摘（12）があり、アジア情報課では
アジア諸言語の書誌作成をテーマとする研修の検討を
具体的に始めることとなった。

2.3 書誌作成勉強会
このような経緯で、アジア情報課では 2016 年度に

アジア言語資料を所蔵する近隣の複数の大学図書館・
公共図書館の協力を得て、各機関の職員を対象とし
た書誌作成勉強会（以下「勉強会」）を開始した。対
象機関を限定したこの勉強会は 2022 年度まで継続し、
ベトナム語、インドネシア語、ヒンディー語、ペルシ
ア語、アラビア語、ビルマ語、朝鮮語の 7 言語を対象
として書誌作成のための基礎知識に関する講義、情報
交換等を行った。＊	国立国会図書館関西館アジア情報課
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アジア情報課が勉強会を実施した 7 年の間には、書
誌作成に関する研修について状況の変化があった。ま
ず、2017 年度に東京大学附属図書館アジア研究図書館
上廣倫理財団寄付研究部門（U-PARL）が主催する「ア
ジア資料目録作成ワークショップ」（13）が開始され、国
内において、参加機関を限定しないアジア諸言語の書
誌作成に関する研修の機会が創出された。このワーク
ショップは、組織や機関の枠を越えて研究者とライブ
ラリアンが協働する場を設け、多言語目録作成のノウ
ハウや課題を広く共有することを目指して開催され、
アジア言語の専門知識を持つ研究者等による講義が提
供された。

もう一つの変化は、2020 年度以降、オンラインで開
催される研修が増えたことである。NDL の勉強会も
2016 年度から 2019 年度まではアジア情報課職員が各
機関に出張して集合形式で実施したが、2020 年度以降
は新型コロナウイルス感染拡大防止のためオンライン
開催（またはハイブリッド開催）となった。

3.	書誌作成セミナー
2022 年度の NDL の懇談会は「アジア資料の書誌作

成スキルの共有と継承」をテーマとして開催され、参
加機関からは実務担当者のネットワークの構築を期待
する意見が出された（14）。これを受けてアジア情報課は、
2023 年度から勉強会の名称を書誌作成セミナーと変更
し、対象機関を限定せず広く参加者を募集するオンラ
イン形式の研修として実施することとした。

2023 年度の書誌作成セミナーは「タイ語・初級編」（15）、
2024 年度は「ベトナム語・初級編」（16）と題して開催
し、アジア情報課から各言語の書誌作成のための基本
的な知識についての講義を行ったあと、質疑応答を通
して参加者間の情報交換を図った。講義では、文字と
その入力方法、翻字の際の注意点、書誌作成に有用な
オンライン辞書や翻字ツールの使い方の説明のほか、
書誌情報源から書誌事項を読み取る演習を行った。参
加者から事前に受け付けた質問を基にコピーカタロギ
ングや出版情報の入手方法についての情報交換も行っ
た。対象機関を限定せず参加者を募集する形式とした
ことで、全国の図書館等から参加があり、終了後に実
施したアンケートでは、他のアジア言語を対象として
引き続き開催を希望する声が多く寄せられた。2025 年
度の書誌作成セミナーは「ビルマ語・初級編」として
10 月 22 日に開催予定である（17）。各種図書館に所属し、
書誌作成を担当する方を主な対象としているが、広く
ビルマ語資料の書誌作成に関心をお持ちの方にご参加
いただきたい。

4.	おわりに
アジア情報課が実施している書誌作成セミナーは、

これまでにアジア情報研修、懇談会、勉強会等を通し
てアジア情報課に寄せられた図書館職員等の声を受け
て実現したものである。現在は、アジア情報課職員に
よる基礎的な内容の講義を中心に構成しているが、今
後は、よりスキルの継承が難しい応用的な事例、例え
ば言語の判別が難しい資料、判読の難しい書体、翻字
の揺れ、現地の出版文化に関する知識が求められる
ケース等、経験の蓄積が必要な事例に関する情報交換
ができる実務担当者のネットワークの構築が課題とな
ると思われる。アジア各国における書誌データの整備
状況や出版動向の把握も必要になるだろう。そのため
にはアジア諸言語の目録作成に携わる各機関の実務担
当者やアジア諸言語資料に関する専門知識を持つ研究
者等との協力・連携が欠かせない。書誌作成セミナー
が一つの結節点となり、アジア諸言語の書誌作成に関
する知識の共有・継承が進展することを期待する。
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